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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】
発行回数　 月 1 回 / 年間 12 回 配布方法　 ・全会員へ直接郵送
購　読　料　 ジャグラ会員は無償（会費に含む）　  ・ジャグラホームページからのダウンロード
 ・希望企業、団体への有償配布

本誌へのご意見・ご要望・記事提供は下記宛お寄せください
Eメール　edit@jagra.or.jp　　電話　03-3667-2271　　ファクス　03-3661-9006

お手紙　東京都中央区日本橋小伝馬町7-16　〒103-0001　(一社)日本グラフィックサービス工業会　宛　

C O N T E N T S

■広告インデックス
 13 富士フイルムグラフィックソリューションズ㈱
 14 ㈱ショーワ
 15 ホリゾン・ジャパン㈱
 16 ㈱モリサワ
 17 ㈱モトヤ
 18 東京リスマチック㈱
 表４ リョービMHI グラフィックテクノロジー㈱ 

■NEWSとお知らせ
 7 委員会報告　
 10 ジャグラ新コンテスト検討ワーキンググループより
  アンケートご協力のお願い
 11 会員事業者が加入対象となる、
  全国中小企業団体中央会サイバー保険制度のお知らせ
 12 パートタイム・有期雇用労働者に関するルール変更のお知らせ
 19 アプリスタンプラリー
 20 ジャグラBBへGO！
 26 印刷屋さんのお仕事展4を開催
 28 業界の動き
  千代田中央支部　
  　支部合併の第一歩　支部ホームページを開設
  岩手県支部
  　総会で記念講演　原田新会長が事業方針を発表
…………………………………………………………………………
 23 雑学コラム45
 29 事務局日誌と今後の予定

 1 ■巻頭言
  人とのつながりを力に
  出会いと学び、その先へ
  一般社団法人日本グラフィックサービス工業会　
  本部理事　茨城県支部長　髙野秀樹

 2 ■令和8年熊本地震被災状況等について
  危機管理委員会

 3 ■巻頭企画　
  2026年版
  中小企業白書・小規模企業白書

 8 ■プライバシーマーク取得企業紹介
  東京文京支部　共立速記印刷株式会社
  　共立速記印刷個人情報保護委員会

 22 ■連載
  松谷の突き抜けろ！SPACE-21
  「知る」から「動く」へ

 24 ■会員企業紹介
  キラ星ジャグリスト
  ──有限会社トーヨープリント　代表取締役　前田 明
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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】
発行回数　　　月 1 回 / 年間 12 回 　　　　　　　 配布方法　      ・全会員へ直接郵送
購 読 料 　　  ジャグラ会員は無償（会費に含む）　                            ・ジャグラホームページからのダウンロード
                     ・希望企業、団体への有償配布

　
本
年
５
月
よ
り
、
茨
城
県
支
部
長
、
そ
し
て

ジ
ャ
グ
ラ
理
事
を
併
せ
て
拝
命
い
た
し
ま
し
た

髙
野
と
申
し
ま
す
。

　
茨
城
県
支
部
長
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
そ
の
役

目
を
担
う
覚
悟
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
理
事

就
任
は
６
月
の
ジ
ャ
グ
ラ
本
総
会
の
わ
ず
か
１

週
間
前
に
打
診
を
受
け
、
し
か
も
当
日
中
の
返

答
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
電
光
石
火

の
出
来
事
で
し
た
。

　
凡
庸
な
私
が
ど
こ
ま
で
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
と
も
に
歩
み
、
一
つ
ひ
と
つ

の
活
動
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
昭
和
37
年
、
水
戸
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
水
戸
黄
門
や
水
戸
納
豆
で
知
ら
れ
る
こ

の
街
は
一
年
を
通
じ
て
気
候
が
穏
や
か
で
暮
ら

し
や
す
く
、
自
宅
近
く
に
は
日
本
三
名
園
の
一

つ
で
あ
る
偕
楽
園
と
千
波
湖
が
あ
り
、
現
在
は

健
康
維
持
を
兼
ね
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
親
し
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
は
昭
和
35
年
、
父
が
茨
城
県
庁
を
退
職

し
て
創
業
し
た
印
刷
会
社
で
、
本
年
創
業
66
年

を
迎
え
ま
す
。
父
は
令
和
３
年
に
88
歳
で
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
生
き
方
や
考
え
方
は

今
も
私
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
父
が
印
刷
業
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
県
庁

在
職
中
に
茨
城
県
職
業
訓
練
校
（
現
・
茨
城
県

立
産
業
技
術
専
門
学
院
）
の
印
刷
学
科
を
担
当

し
た
こ
と
で
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、

印
刷
業
界
の
将
来
性
を
確
信
し
て
独
立
を
決
意

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
創
業
当
時
は
自
宅
兼

工
場
で
父
と
母
が
二
人
三
脚
で
会
社
を
築
く
そ

の
傍
ら
で
、
私
は
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
遊
び
な

が
ら
育
ち
ま
し
た
。

　
私
は
大
学
在
学
中
、
当
時
日
本
で
唯
一
の
印

刷
後
継
者
教
育
専
門
学
校
で
あ
っ
た
日
本
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
（
第
５
期

生
）
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
印
刷
理
論
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
印
刷
関
連
機
械
メ
ー
カ
ー
の
研
修
施

設
で
和
文
タ
イ
プ
、
写
植
機
、
製
版
機
材
、
印

刷
機
な
ど
の
技
術
も
経
験
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
東
京
・
錦
糸
町
の
印
刷
会
社
で
営

業
と
制
作
の
両
部
門
で
実
務
を
積
み
ま
し
た
。

当
時
、
そ
の
会
社
で
は
電
算
写
植
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
組
版
ソ
フ
ト
を

開
発
し
、
Ｐ
Ｃ
９
８
０
１
を
活
用
し
た
効
率
的

な
組
版
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
優
れ
た
操
作

性
に
よ
り
短
期
間
で
習
得
で
き
、
生
産
性
を
大

き
く
向
上
さ
せ
る
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
持
ち
帰
り
、
当
社
が
和
文
タ
イ

プ
か
ら
電
算
写
植
へ
移
行
す
る
際
、
父
と
相
談

し
て
地
方
の
印
刷
会
社
に
は
大
き
な
投
資
と
な

る
電
算
写
植
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
断
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
教
育
に
要
す

る
期
間
の
短
縮
と
作
業
の
標
準
化
が
進
み
生
産

能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
高
度

な
組
版
案
件
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

受
注
拡
大
と
売
上
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
父
は
会
社
経
営
だ
け
で
な
く
組
合
活

動
に
も
情
熱
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
教
員
時
代

は
茨
城
県
教
職
員
組
合
、そ
の
後
は
日
経
印
（
現

ジ
ャ
グ
ラ
）
第
23
回
総
会
で
常
任
理
事
に
就
任

し
、
全
国
組
織
委
員
長
と
し
て
全
国
各
地
を
奔

走
し
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
父
は
「
組
合
活
動
で
得
た
人
と
の
出
会
い
や

経
験
が
会
社
経
営
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
」
と
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　「
み
ん
な
が
賛
同
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
と

き
に
物
事
は
動
き
出
し
、
そ
れ
が
成
功
へ
と
導

く
力
と
な
る
。」

　
若
い
頃
は
そ
の
意
味
を
十
分
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
、
自
分
が
県
支
部
長
、
そ
し

て
理
事
と
い
う
立
場
を
担
い
、
そ
の
重
み
を
深

く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
団
体
活
動
は
一
人
の
熱
意
だ
け
で
進
む
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
会
を
も
っ
と
良
く
し
た

い
」と
い
う
思
い
に
、「
私
も
協
力
し
ま
す
」「
一

緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
仲
間
が
賛
同
す
る
こ

と
で
新
た
な
事
業
や
挑
戦
が
生
ま
れ
、
会
は
活

性
化
し
ま
す
。
組
織
を
動
か
す
原
動
力
は
、
一

人
の
力
で
は
な
く
、
共
感
し
志
を
と
も
に
す
る

仲
間
の
力
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
月
刊
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
７
月
号
で
、

原
田
会
長
が
就
任
巻
頭
言
に
記
さ
れ
た
「
新
し

い
出
会
い
を
、
新
し
い
学
び
を
、
新
し
い
仕
事

を
、
新
し
い
挑
戦
を
―
―
『
ジ
ャ
グ
ラ
か
ら
始

め
よ
う
！
』」
と
い
う
言
葉
に
深
く
共
感
し
ま

し
た
。
私
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
会
員
の
皆
様

と
の
交
流
を
深
め
、新
た
な
出
会
い
を
学
び
へ
、

学
び
を
挑
戦
へ
、
そ
し
て
挑
戦
を
会
員
企
業
と

会
の
持
続
的
な
発
展
へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
と
と
も
に
歩
み
、
茨
城
県
支
部
、
そ

し
て
ジ
ャ
グ
ラ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
微

力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
力
に

出
会
い
と
学
び
、
そ
の
先
へ

Cover Person

一
般
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会

　
髙
野
秀
樹

本
部
　
理
事

茨
城
県
支
部
長

■
巻
頭
言
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７
月
28
日
（
火
）
に
熊
本
地
方
で
発
生
し
ま

し
た
地
震
（
令
和
８
年
熊
本
地
震
）
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、一
日
も
早
い
復
興
、
復
旧
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

ジ
ャ
グ
ラ
本
部
と
し
ま
し
て
は
、
地
震
発
生

を
受
け
、
九
州
地
方
協
議
会
の
土
地
協
会
長
に

会
員
の
被
災
状
況
の
確
認
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
翌
日
、
原
田
会
長
指
示
の
も
と
、
危
機
管

理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

29
日
夜
に
髙
光
熊
本
県
支
部
長
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
29
日
時
点
で
の
会
員
企
業
の
被
災
状
況

を
共
有
し
ま
し
た
。
30
日
に
は
危
機
管
理
委
員

会
を
開
催
し
、
髙
光
支
部
長
か
ら
の
被
災
状
況

報
告
か
ら

・
災
害
見
舞
金
の
支
給

・
熊
本
県
支
部
へ
の
義
援
金
募
集
の
開
始

・
賛
助
会
員
へ
の
会
員
企
業
の
復
旧
協
力
依
頼

・
熊
本
県
支
部
の
今
期
、
会
費
免
除

�

の
4
つ
の
対
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
会
員
企
業
の
被
災
状
況
】

⃝

シ
モ
ダ
印
刷
（
宇
城
市
震
源
地
）

　•

建
物
半
壊
、
天
井
落
下

⃝

ホ
ー
プ
印
刷

　•

印
刷
機
2
台
の
ズ
レ

⃝

昭
和
印
刷

　•

本
棚
倒
壊
、
製
版
機
液
漏
れ

⃝

髙
田
商
会

⃝

大
和
印
刷
所

　�•

共
に
用
紙
や
物
の
散
乱
は
あ
っ
た
も
の
の
、

機
材
等
の
被
災
は
無
し
。

幸
い
い
ず
れ
も
人
的
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

令和8年熊本地震
被災状況等について
危機管理委員会

❶  身の安全確保、緊急避難、二次被害防止、
安否確認（社員・家族・来訪者）

❷ 本部より支部長へ被害状況確認の要請
❸ 会員から被害状況の連絡➡支部長へ
❹ 支部長が担当支部の被害状況を集約
❺ 支部長による状況報告➡地協会長へ
❻ 地協会長による状況報告➡本部で集約

◎�状況を見ながら連絡をするように心がけてください。支
部の緊急連絡網や LINEグループなどを整備しましょう。

◎�本部が被災した場合は、別の支部（①近畿地協／②北海
道支部・地協／③中国地協／④九州地協）の順で、会長
指示のもと本部代行として災害対策本部を設置します。

◎�災害用伝言ダイヤル（171）、災害用伝言板サービス（各
社携帯メニューから）なども活用してください。サービス
により、録音時間の制限や48時間で消去されるものが
ありますので複数の方法で対応するようにしてください。

◎�万が一被災してしまった場合は、自治体ではボランティア
などの人的支援、救援物資輸送、災害復旧貸し付け、債
務返済緩和等の措置が取られます。

ジャグラ緊急連絡網
災害等の緊急事態が発生した時の手順

ジャグラ本部連絡先

Tel：03-3667-2271
jagra@jagra.or.jp

シモダ印刷（宇城市震源地）
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２
０
２
６
年
４
月
、
政
府
は
「
２
０
２
６

年
版
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
」

を
閣
議
決
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
日
本
経

済
は
現
在
、
賃
上
げ
や
国
内
投
資
が
30
年

ぶ
り
の
高
水
準
に
達
し
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

６
０
０
兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
デ
フ
レ
脱
却

に
向
け
た
前
向
き
な
動
き
が
鮮
明
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う「
労

働
供
給
制
約
社
会
」
の
本
格
到
来
や
、
物
価

と
賃
金
が
共
に
上
昇
す
る
「
金
利
の
あ
る
世

界
」
へ
の
移
行
と
い
う
、
構
造
的
な
大
き
な

転
換
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
同
白
書
は
、

こ
う
し
た
激
変
す
る
環
境
下
で
、
中
小
企
業

が
現
状
維
持
の
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
、
持
続

的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の「
稼
ぐ
力（
付

加
価
値
を
生
み
出
す
力
）」
の
強
化
に
焦
点

を
当
て
て
い
ま
す
。
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
構
造
的
な
価
格
転
嫁
」へ
の
法
整
備

中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

２
０
２
３
年
第
２
四
半
期
に
１
９
９
４
年
以

降
で
最
高
水
準
を
記
録
し
て
以
降
、
原
材
料

高
や
人
手
不
足
を
背
景
に
足
踏
み
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
特
に
深
刻
な
の
は
労
働
供
給

制
約
で
あ
り
、
２
０
４
０
年
に
は
中
小
企
業

の
雇
用
者
数
が
２
０
１
８
年
比
で
最
大
16
％

減
少
す
る
と
の
試
算
も
出
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保
し
つ
つ
成
長

投
資
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
取
引
の
適
正

化
と
適
切
な
価
格
転
嫁
が
不
可
欠
な
基
盤
と

な
り
ま
す
。

【
売
上
高
・
経
常
利
益
の
推
移
（
企
業
規
模
別
）】

❶�

取
適
法
・
振
興
法
の
施
行
に
よ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
是
正

令
和
８
年
１
月
、
中
小
企
業
の
価
格
交
渉

力
を
法
的
に
支
え
る
「
製
造
委
託
等
に
係
る

中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支
払
の

遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
取
適
法
）」

と
、
改
正
さ
れ
た
「
受
託
中
小
企
業
振
興
法

（
振
興
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
は
、
原
材
料
費
や
労
務
費
の
上
昇
分
を

適
切
に
転
嫁
で
き
る「
構
造
的
な
価
格
転
嫁
」

「強い中小企業」への転換点
「稼ぐ力」の強化と取引適正化の新境地

２０２６年版中小企業白書・小規模企業白書

売上高（大企業） 売上高（中小企業）

経常利益（大企業） 経常利益（中小企業）

経常利益（兆円・後方４四半期移動平均） 売上高（兆円・後方４四半期移動平均）

資料︓財務省「法人企業統計調査季報」
（注） ここでの大企業とは資本金 億円以上の企業、中小企業とは資本金１千万円以上１億円未満の企業
とする。
金融業、保険業は含まない。

（年期）
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の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

【「
下
請
」と
い
う
用
語
の
廃
止
と
理
念
の
転
換
】

発
注
者
と
受
注
者
が
対
等
な
立
場
で
共
存

共
栄
を
目
指
す
意
識
を
高
め
る
た
め
、「
下

請
事
業
者
・
親
事
業
者
」
と
い
う
従
属
的
な

表
現
を
「
中
小
受
託
事
業
者・委
託
事
業
者
」

に
改
め
、
法
律
名
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

【
適
用
対
象
の
拡
大
】

「
従
業
員
数
に
よ
る
基
準
（
３
０
０
人
、
役

務
提
供
は
１
０
０
人
）」
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
法
の
網
の
目
か
ら
漏
れ
て
い
た
事
業
者

も
保
護
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、物
流
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
「
特

定
運
送
委
託
」
が
対
象
取
引
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

【
禁
止
行
為
の
追
加
（
取
適
法
）】

物
価
上
昇
局
面
に
お
い
て
、
適
切
な
協
議

を
行
わ
ず
に
取
引
価
格
を
据
え
置
く
「
協
議

に
応
じ
な
い
一
方
的
な
代
金
決
定
」
が
明
確

に
禁
止
行
為
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
受

託
側
の
資
金
繰
り
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

紙
の
約
束
手
形
等
に
よ
る
支
払
も
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。

【
面
的
執
行
と
勧
奨
の
強
化
】

事
業
所
管
省
庁
に
指
導
・
助
言
権
限
を
付

与
し
、
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
委
託
事
業
者

に
対
し
て
は
、
主
務
大
臣
が
具
体
的
措
置
を

示
し
て
改
善
を
促
す
「
勧
奨
」
制
度
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

❷�

官
公
需
に
お
け
る
価
格
転
嫁
・
取
引
適

正
化
の
徹
底

民
間
に
お
け
る
適
正
取
引
を
先
導
す
る
た

め
、
政
府
は
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
物

品
調
達
や
公
共
工
事
、
す
な
わ
ち
「
官
公

需
」
に
お
け
る
価
格
転
嫁
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
官
公
需
総
実
績
額
は�

約
30
．２
兆
円
に
達
し
て
お
り
、
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
甚
大
で
す
。

政
府
は
「
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
」
を

閣
議
決
定
し
、次
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
定
期
的
な
価
格
協
議
の
義
務
化
】

複
数
年
度
に
わ
た
る
契
約
に
お
い
て
、
少

な
く
と
も
年
１
回
以
上
の
価
格
協
議
を
行
う

よ
う
努
め
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

【
誠
実
な
交
渉
対
応
】

受
注
側
か
ら
価
格
交
渉
の
申
し
出
が
あ
っ

た
際
、「
予
算
が
な
い
」「
前
例
が
な
い
」
と

い
っ
た
理
由
で
拒
否
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
誠

実
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

【
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
策
定
】

最
低
賃
金
の
上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
を
予
算
単
価
に
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
有

資
格
者
の
実
態
に
見
合
っ
た
「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
」
の
設
定
な
ど
、
包
括
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
】

令
和
７
年
11
月
に
は
全
国
知
事
会
で
「
行

動
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治

体
に
お
い
て
も
率
先
し
て
価
格
交
渉
・
転
嫁
策

を
進
め
る
動
き
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の「
稼
ぐ
力
」強
化
へ

白
書
で
は
、
労
働
投
入
量
の
減
少
が
避
け

ら
れ
な
い
中
で
付
加
価
値
を
維
持
・
増
加
さ

せ
る
た
め
に
は
、「
労
働
生
産
性
（
付
加
価

値
額
÷
従
業
員
数
）」
の
向
上
が
唯
一
の
解

決
策
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
中
小
企

業
で
あ
っ
て
も
、
労
働
生
産
性
の
上
位
層
は

大
企
業
の
中
央
値
を
超
え
る
水
準
に
あ
り
、

「
稼
ぐ
力
」
を
磨
く
こ
と
で
大
企
業
と
遜
色

な
い
競
争
力
を
持
つ
こ
と
が
可
能
で
す
。

❶�

研
究
開
発
と
知
的
財
産
の
権
利
化
に
よ

る
高
付
加
価
値
化

付
加
価
値
を
最
大
化
す
る
「
分
子
の
拡
大
」

に
お
い
て
、
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
は
中

長
期
的
な
成
長
を
牽
引
す
る
重
要
な
要
素
で

す
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
研
究
開
発
を
継
続

し
て
い
る
企
業
は
、
実
施
し
て
い
な
い
企
業

に
比
べ
て
付
加
価
値
額
を
大
き
く
伸
ば
し
て

お
り
、
特
に
実
施
後
数
年
を
経
て
そ
の
差
が

顕
著
に
な
り
ま
す
。

特
に
本
白
書
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
知
的
財
産
の
権
利
化
」
の
重
要
性
で
す
。

【
権
利
化
に
よ
る
付
加
価
値
創
出
】

自
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
特
許
権
・
実

用
新
案
権
・
意
匠
権
・
商
標
権
と
し
て
権
利

化
し
て
い
る
（
又
は
出
願
中
で
あ
る
）
事
業

者
は
、
権
利
化
し
て
い
な
い
事
業
者
に
比
べ

て
、
付
加
価
値
創
出
に
「
効
果
が
あ
っ
た
」

と
実
感
す
る
割
合
が
顕
著
に
高
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
外
部
連
携
の
活
用
】

自
社
単
独
で
の
開
発
に
限
界
が
あ
る
場

合
、
他
の
中
小
企
業
や
大
学
、
公
的
研
究
機

関
と
連
携
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
連
携
先

を
持
つ
企
業
は
、
技
術
力
や
専
門
人
材
の
補

完
に
加
え
、
販
路
拡
大
や
社
会
的
信
頼
の
向

上
と
い
っ
た
副
次
的
な
効
果
も
得
て
お
り
、

結
果
と
し
て
高
い
付
加
価
値
創
出
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

❷�「
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
原
価
管
理
の�

高
度
化

価
格
転
嫁
を
成
功
さ
せ
、
収
益
力
を
高
め

る
た
め
の
土
台
と
な
る
の
が
、
経
営
者
や
従

業
員
の
「
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
す
。

【
詳
細
な
原
価
把
握
】

原
価
を
「
製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
単
位
」

で
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
企
業
ほ
ど
、
価
格

転
嫁
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
単
に
全

社
単
位
で
数
字
を
見
る
の
で
は
な
く
、
個
別

の
採
算
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
根
拠
に
基

づ
い
た
価
格
交
渉
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ

の
辺
の
原
価
管
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

ジ
ャ
グ
ラ
が
発
行
し
た
「
単
品
損
益
管
理
の

教
科
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【
社
内
浸
透
と
意
識
改
革
】

把
握
し
た
原
価
デ
ー
タ
を
経
営
層
だ
け
で

な
く
、
現
場
担
当
者
や
管
理
職
ま
で
共
有
し
、

全
社
的
な
「
コ
ス
ト
意
識
」
を
高
め
て
い
る

企
業
は
、
転
嫁
率
が
よ
り
向
上
し
ま
す
。
例

え
ば
、独
自
の
管
理
会
計
手
法（
風
船
会
計
等
）

を
導
入
し
、
従
業
員
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
利
益
率
の
大
幅
な
改
善
と
付
加
価
値
向

上
を
達
成
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
管
理
会
計
の
導
入
効
果
】

決
算
書
作
成
と
は
別
に
、
経
営
判
断
の
た

め
に
採
算
管
理
を
行
う
「
管
理
会
計
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
そ
う
で
な
い
企
業

に
比
べ
て
付
加
価
値
額
の
変
化
率
が
高
い
こ

と
が
デ
ー
タ
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

❸�

Ａ
Ｉ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン�

（
Ａ
Ｘ
）
に
よ
る
「
分
母
の
最
適
化
」

人
手
不
足
を
前
提
と
し
た
「
労
働
投
入
量

の
最
適
化
（
分
母
の
適
正
化
）」
に
お
い
て
、

Ａ
Ｉ
活
用
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

【
Ａ
Ｘ
に
よ
る
「
飛
躍
的
成
長
（
リ
ー
プ
フ

ロ
ッ
グ
）」】

地
域
に
根
ざ
し
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
可

能
な
中
小
企
業
は
Ａ
Ｉ
と
の
親
和
性
が
高

く
、
事
務
・
広
報
・
会
計
と
い
っ
た
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
ス
キ
ル
を
Ａ
Ｉ
で
補
完
す
る
こ

と
で
、
大
企
業
を
一
気
に
追
い
抜
く
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

【
省
力
化
投
資
の
実
態
】

省
力
化
を
目
的
と
し
た
Ａ
Ｉ
活
用
は
、
す

で
に
中
小
企
業
の
約
３
割
で
進
ん
で
お
り
、

主
な
目
的
は「
業
務
時
間
の
節
減
（
８
割
超
）」

や
「
人
手
不
足
の
解
消
」
で
す
。
具
体
的
な

活
用
方
法
と
し
て
は
、
文
書
作
成
・
要
約
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
業
務
自
動
化
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
支
援
、
顧
客
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
成
功
の
鍵
は
教
育
と
連
携
】

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
で
、
従
業
員

向
け
の
研
修
や
勉
強
会
を
併
せ
て
実
施
し
て

い
る
企
業
や
、
営
業
と
製
造
な
ど
「
部
門
間

連
携
」
を
実
現
し
て
い
る
企
業
は
、
想
定
以

上
の
導
入
効
果
を
得
て
い
る
割
合
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

人
材
確
保・活
用
と
事
業
承
継
で
経
営
変
革

労
働
供
給
制
約
社
会
で
は
、
人
材
は
「
コ

ス
ト
」
で
は
な
く
、
企
業
の
競
争
力
を
生
む

「
資
本
」
で
す
。

中
小
企
業
へ
の
入
職
者
の
約
７
割
は
転
職

者
（
中
途
採
用
）
で
あ
り
、
彼
ら
が
企
業
を

選
ぶ
理
由
と
し
て「
仕
事
の
内
容
へ
の
興
味
」

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
求
め

る
ス
キ
ル
や
価
値
観
と
い
っ
た
「
人
材
像
」

を
明
確
に
し
て
い
る
企
業
は
、
採
用
目
標
の

達
成
率
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
入
社
後
の
定

着
率
も
顕
著
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
部
の
専
門
知
識
を
取
り
入
れ

る
た
め
の
「
副
業
・
兼
業
人
材
」
や
、
海
外

展
開
の
鍵
と
な
る
「
高
度
外
国
人
材
」
の
活

用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
副
業
・
兼
業
人

材
は
、
人
手
不
足
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
自

社
に
な
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•

•
•

【
労
働
生
産
性
の
要
素
と
重
要
な
取
組
】

クラウド会計・給与計算

勤怠管理・シフト作成ツール

電子契約・電子請求書

（定型業務自動化）

チャットボット

（顧客・社内問い合わせ）

・

マーケティングオートメーション（ ）

ツール

その他

資料︓（独）中小企業基盤整備機構「中小企業の 等の利活用に係る実態調査」（ 年）
（注） ツール・サービスの導入状況について、「全社的に導入している」、「一部の業務で導入してい
る」と回答した企業に聞いたもの。 ここでの「 ツール・サービス」とは、業務効率化や生産性向上を目的と
したツール・サービスを指す。
複数回答のため、合計は必ずしも にならない。

（ ）

【
中
小
企
業
が
導
入
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
】

中規模企業（ ）

小規模事業者（ ）

人材確保 受注・販売の拡大
省力化・生産性向上 価格転嫁
事業承継（後継者不在を含む） 資金繰り改善
その他 特にない

資料︓（株）帝国データバンク「令和７年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」、（同）デロイ
ト トーマツ「令和７年度小規模事業者の経営課題と事業活動に関する調査」
（注）直面している経営課題のうち最も重要と考えるものについて聞いたもの。

【
最
も
重
視
す
る
経
営
課
題
（
企
業
規
模
別
）】
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事
業
承
継
を
機
と
し
た「
第
二
創
業
」

白
書
は
、
事
業
承
継
を
単
な
る
代
表
者
交

代
で
は
な
く
、
大
胆
な
経
営
変
革
の
絶
好
の

機
会
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

10
年
以
内
に
事
業
承
継
を
行
っ
た
企
業
の

う
ち
、
経
営
者
が
50
歳
代
以
下
の
若
い
世
代

で
あ
る
場
合
、
60
歳
代
以
上
の
経
営
者
が
担

う
企
業
に
比
べ
て
、
付
加
価
値
額
の
変
化
率

が
高
く
、
設
備
投
資
や
Ａ
Ｉ
活
用
に
も
よ
り

積
極
的
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
版
中
小
企
業
白
書
が
提
示
し

て
い
る
の
は
、「
現
状
維
持
は
最
大
の
リ
ス

ク
で
あ
る
」
と
い
う
強
い
警
鐘
と
、「
変
化

の
中
に
こ
そ
飛
躍
の
機
会
が
あ
る
」
と
い
う

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

法
改
正
に
よ
る
取
引
環
境
の
是
正
、
官
公

需
に
お
け
る
価
格
転
嫁
の
推
進
と
い
っ
た

「
公
的
支
援
」
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、

中
小
企
業
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
は
、
次
の

３
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

【「
稼
ぐ
力
」
の
源
泉
と
し
て
の
投
資
】

Ａ
Ｉ
活
用
（
Ａ
Ｘ
）
や
設
備
投
資
、
研
究

開
発
、
そ
し
て
知
的
財
産
の
権
利
化
に
果
敢

に
挑
戦
し
、
独
自
の
付
加
価
値
を
創
出
す
る

こ
と
。

【「
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
向
上
】

詳
細
な
原
価
管
理
と
管
理
会
計
を
導
入

し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
経
営
判
断
と
価
格

交
渉
を
行
う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

【「
人
」
へ
の
投
資
と
多
様
性
の
受
容
】

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
意
欲
あ
る
若

手
へ
の
事
業
承
継
や
外
部
人
材
の
活
用
を
通

じ
て
、組
織
の
活
力
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
。

中
小
企
業
は
日
本
経
済
の
基
盤
で
あ
り
、

そ
の
一
社
一
社
が
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
大
胆
か

つ
長
期
的
な
「
戦
略
」
を
持
っ
た
経
営
へ
と

転
換
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
経
済
全

体
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
唯
一
の
道

で
す
。
本
白
書
の
知
見
を
自
社
の
未
来
を
切

り
拓
く
た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
２
０
２
６
年
版
中
小
企
業
白
書
・
小
規

模
企
業
白
書
】中
小
企
業
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト：

https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
pam

flet/hakusyo/2026/PD
F/

chusho.htm
l

【
中
小
企
業
に
お
け
る
不
足
し
て
い
る
職
種
】

現場からの意見収集

段階的な導入

従業員への研修 勉強会

推進チーム等の設置

マニュアル の整備

活用事例の社内での横展開

支援機関の活用

成果指標の設定

その他

特にない （ ）

資料︓（株）帝国データバンク「令和７年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注） 年以降の省力化投資の取組のうち、 ツールの活用に「取り組んだ」と回答した事業者で、
ツールの活用の評価について「想定を超える効果が得られた」、「想定した効果が得られた」と回答した事業
者に聞いたもの。
ここでの「支援機関」とは、商工会、商工会議所、よろず支援拠点、都道府県等中小企業支援センター、中

小企業団体中央会、税・法務関係士業、中小企業診断士、金融機関等を指す。
複数回答のため、合計は必ずしも にならない。

【
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
有
効
だ
っ
た
取
組
】

年

年

年

年

仕事の内容に興味があった 労働時間、休日等の労働条件が良い
能力・個性・資格が生かせる とにかく仕事に就きたかった
給料等収入が多い 会社の将来性が期待できる
通勤が便利

大企業から

中小企業

中小企業から

中小企業

資料︓厚生労働省「雇用動向調査」再編加工
（注） 前職の企業規模について、大企業は従業員数 人以上、中小企業は従業員数 人以下の企業とする。
現職の中小企業は、常用労働者数５～ 人の企業とする。
入職理由のうち「その他の理由（出向者等を含む）」を除いて集計。

【
中
小
企
業
へ
の
入
職
理
由
（
前
職
の
企
業
規
模
別
）】

賃金水準の向上

休暇の取得推進

時間外労働の削減

柔軟な働き方の導入

社内コミュニケーションの活性化

福利厚生の充実

快適なオフィス 工場 店舗等の整備

キャリア形成の支援 研修制度 資格取得支援等

キャリアプランの明確化

その他

特に定着率向上のための取組を行っていない

資料︓（株）帝国データバンク「令和７年度中小企業の経営課題と事業活動に関する調査」
（注） 年以降で採用した従業員の定着割合について、「７割以上」と回答した事業者を集計したもの。
ここでの「定着割合」とは、「（ 年以降で採用した従業員のうち、現在も自社で就業を継続している

人数）÷（ 年以降で採用した従業員の人数の合計）」で算出された割合を指す。
ここでの「従業員」とは、常時雇用する正社員、パート・アルバイトのことを指し、経営者、役員、無給の

家族従業員、派遣社員等は含まない。
従業員がいる事業者に聞いたもの。
複数回答のため、合計は必ずしも にならない。

（ ）

【�

人
材
定
着
率
が
高
い
中
小
企
業
が�

定
着
率
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
】
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■ 

み
ん
な
で
輪
を
広
げ
よ
う

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
変
化
が
進
む
中
、
ジ
ャ

グ
ラ
が
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
役
立
つ
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
新

し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た

だ
人
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
印
刷
の
枠
を

超
え
た
新
し
い
分
野
の
仲
間
も
巻
き
込
み
、
お

互
い
の
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

新
体
制
ス
タ
ー
ト

中
村
盟
新
委
員
長
の
も
と
、
主
に
地
協
会

長
が
新
た
な
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画

す
る
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

２
０
２
５
年
度
の
全
国
協
議
会
で
各
地
協
が
掲

げ
た
目
標
と
行
動
計
画
の
実
行
力
を
高
め
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

ま
た
、SPACE-21

の
代
表
幹
事
や
各
地

の
若
手
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
世
代
を
超
え

た
連
携
に
よ
る
会
員
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

先
日
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、「
委
員
会

は
直
接
勧
誘
す
る
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
地
協
や

支
部
が
動
き
や
す
く
な
る
よ
う
、
後
ろ
か
ら
支

え
る
お
手
伝
い
役
」
と
い
う
方
針
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

■ 

現
状
把
握
と
ア
イ
デ
ア
の
共
有

会
員
数
に
お
い
て
、「
１
つ
の
支
部
で
１
社

以
上
、全
国
で
70
社
の
純
増
」
を
目
指
し
ま
す
。

毎
月
入
退
会
の
動
き
を
確
認
し
、「
な
ぜ
入
会

し
た
か
」「
な
ぜ
退
会
し
た
か
」
の
理
由
も
丁

寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
分
析
し
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
う
ま
く
い
っ
た
工
夫
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

を
全
国
で
共
有
し
、
無
理
な
く
取
り
組
め
る
仕

組
み
を
作
り
ま
す
。

■ 

各
地
で
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
の
支
部
と
協

力
し
、ジ
ャ
グ
ラ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な

「
ジ
ャ
グ
ラ
Ｐ
Ｒ
名
刺
」
や
、
ジ
ャ
グ
ラ
で
で

き
る
こ
と
を
ま
と
め
た
「
お
品
書
き
」
な
ど
、

使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
の
作
成
を
計
画
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
会
員
企
業
の
後
継
者
が
ジ
ャ
グ
ラ

に
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
将
来
的
な
退

会
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
、
各
地
域
の
青
年
部
と

緊
密
に
連
携
し
、
次
世
代
の
経
営
者
や
後
継
者

を
積
極
的
に
委
員
会
や
イ
ベ
ン
ト
へ
巻
き
込

み
、
世
代
を
超
え
た
強
固
な
つ
な
が
り
を
つ
く

り
、
退
会
防
止
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

■ 

中
村
委
員
長
よ
り

今
期
よ
り
会
員
拡
大
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
各

地
協
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
の
皆
様
と
と

も
に
、
現
場
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ジ
ャ
グ
ラ
の
最
大
の
強
み
は
、何
よ
り
も「
全

国
の
会
員
同
士
が
本
音
で
つ
な
が
り
、
高
め
合

え
る
温
か
さ
」
に
あ
り
ま
す
。
新
し
い
仲
間
を

迎
え
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
仲
間
が
増
え
る
こ
と
で
新
し
い
仕
事
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
経
営
の
悩
み
を
共
有
で
き

る
場
が
広
が
る
と
い
う
確
か
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
全
国
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
共
に
新
し
い
ジ
ャ
グ
ラ

の
未
来
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委員長 中 村　　 盟 副会長 NS印刷製本㈱
委　員 藤 田　　 靖 北海道 ㈱プリプレス・センター

後藤　卓也 東北 中央印刷㈱
露木　貴弘 関東 ㈱スクラム
松谷　勝広 東京 ㈱松谷メールサービス
中原　佳子 東海 ブラザー印刷㈱
丸山　恵慈 北陸 ㈲めぐみ工房
作本　卓也 近畿 富士高速印刷㈱
藤 沢　　 忍 中国 ㈲藤沢印刷
森 孝 四国 ㈱松栄印刷所
近森純一郎 四国 ㈲近森謄写堂
土　慶一郎 九州 ㈲アート印刷

会員拡大委員会

「超・印刷」で
新領域を仲間に

〜１支部１社増からはじまるジャグラの未来〜

会 員 拡 大 委 員 会 新
連
載
「
委
員
会
報
告
」
は
、
ジ
ャ
グ

ラ
の
各
委
員
会
が
順
番
で
担
当
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
状
況
や
事
業
内
容
、
今
後
の

活
動
方
針
な
ど
を
会
員
の
皆
様
へ
紹
介
し

て
い
く
企
画
で
す
。
第
１
回
目
は
「
会
員

拡
大
委
員
会
」
よ
り
、
新
体
制
の
本
格
始

動
に
向
け
た
方
針
と
こ
れ
か
ら
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
会
報
告

載連

中村盟委員長
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① 

は
じ
め
に

　
共
立
速
記
印
刷
株
式
会
社
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）
の
創
立
以
来
、「
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
伝
達
」
を
大
切
に
し
、「
お
客
様
の

情
報
伝
達
を
お
手
伝
い
す
る
」
こ
と
を
使
命
と

し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
来

年
に
は
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
創
業
当
初
の
速
記
事
業
か
ら
始
ま
り
、
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
印
刷
・D

TP

を
中

心
と
し
た
印
刷
物
の
企
画
・
制
作
へ
と
事
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
さ
ら
に
、

W
eb

サ
イ
ト
や
動
画
の
制
作
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
・
学
会
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
情
報
発
信

に
関
わ
る
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
お
客

様
の
課
題
解
決
に
向
け
て
紙
媒
体
の
枠
を
超
え

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
官
公
庁
や
地
方
自
治
体
、
大
学
・
学
会
、
各

種
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
、
幅
広
い
お
客
様
と

お
取
り
引
き
す
る
中
で
、
印
刷
物
の
制
作
や
議

事
録
作
成
、
デ
ー
タ
処
理
な
ど
を
通
じ
、
機
密

性
の
高
い
情
報
や
多
く
の
個
人
情
報
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
情

報
を
安
全
か
つ
適
切
に
管
理
す
る

こ
と
は
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係

を
支
え
る
重
要
な
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
一
つ
で
あ
る
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
」
の
取
得
と
、
そ
の
後
の

運
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

② 

Ｐ
マ
ー
ク
取
得
の
経
緯

　
弊
社
で
は
、ISO

（
国
際
標
準
化
機
構
）
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
が
世
界
的
に

注
目
を
集
め
て
い
た
１
９
９
０
年
代
後
半
の

流
れ
を
受
け
、
他
社
と
の
差
別
化
お
よ
び
お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
を
目
的
と
し

て
、
２
０
０
１
年
よ
りISO

9001

（
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
翌
２
０
０
２
年
に

同
認
証
を
取
得
し
、
続
く
２
０
０
３
年
に
は

ISO
14001

（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
の
取
得
へ
と
動
き
、
２
０
０
４
年
に
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
２
０
０
４
年
前
半
に
国
内

の
大
手
企
業
に
お
い
て
大
規
模
な
個
人
情
報
流

出
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
社
会
全

体
で
個
人
情
報
保
護
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま

る
中
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
に
す
る
た
め
の
「
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
」
と

し
て
弊
社
が
選
ん
だ
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
の
取
得
で
し
た
。

　
２
０
０
４
年
末
に
は
、
取
得
に
向
け
た
社
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

ISO

取
得
時
に
は
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支

援
を
仰
ぎ
ま
し
た
が
、
す
で
に
二
つ
の
認
証
取

得
で
培
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
入
れ
ず
、
自
社
主
導
で
取
得
を
目
指
す
方

針
を
固
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
弊
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
２
名
が
専
門
機

関
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
そ
こ
で
得
た
知
見

を
社
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
へ
と
展
開

し
、
自
ら
の
手
で
必
要
な
体
制
構
築
や
規
程

類
の
整
備
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
０
５
年
末
の
審
査
を
経
て
、
翌
２
０
０
６

年
に
弊
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
の
２
社
揃
っ

て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
前
職
でISO

関
連
業
務
や
各
種

法
定
検
査
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
16
年
前
に

弊
社
へ
入
社
し
て
当
時
の
経
緯
を
知
っ
た
際
、

情
報
も
少
な
い
20
年
も
前
に
外
部
の
支
援
を
受

け
ず
、
手
探
り
で
認
証
取
得
ま
で
辿
り
着
い
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
と
行
動
力
に

は
、
た
だ
た
だ
、
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

③  

Ｐ
マ
ー
ク
取
得
の 

 

メ
リ
ッ
ト

　
Ｐ
マ
ー
ク
を
取
得
し
た
当
初
は
、
Ｐ
マ
ー
ク

の
保
有
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
入
札
案
件
な
ど

プライバシーマーク取得企業紹介

東京文京支部 

共立速記印刷株式会社
共立速記印刷個人情報保護委員会

共立速記印刷個人情報保護委員会メンバー

取得に向けた委員会活動の様子

取得当時の社内教育の様子

クローズアップ
PM企業
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を
中
心
に
、
印
刷
物
制
作
の
ご
依
頼
を
獲
得
す

る
機
会
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
印

刷
物
の
制
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
完
成
し
た
印
刷

物
の
発
送
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
、
そ
の
印
刷

物
を
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補
助
な
ど
、

印
刷
に
付
随
す
る
周
辺
業
務
に
つ
い
て
も
「
Ｐ

マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
る
企
業
な
ら
安
心
で
き

る
」
と
い
う
信
頼
か
ら
、
幅
広
く
お
任
せ
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、営
業
担
当
者
が
お
客
様
か
ら「
Ｐ

マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
選
定
理

由
を
直
接
耳
に
す
る
機
会
は
、
む
し
ろ
以
前
ほ

ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
、
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
業
務
に
お
い
て
Ｐ
マ
ー
ク
の
取

得
が
当
た
り
前
の
「
前
提
条
件
」
と
し
て
社
会

に
定
着
し
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
印
刷
を
起
点
と

し
な
が
ら
そ
の
前
後
に
あ
る
多
様
な
業
務
ま
で

安
心
し
て
お
任
せ
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
弊
社

の
事
業
展
開
に
お
け
る
大
き
な
強
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

④  

Ｐ
マ
ー
ク
は 

 

単
な
る
仕
組
み
、 

 

さ
れ
ど
仕
組
み

　
Ｐ
マ
ー
ク
の
運
用
は
全
社
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
各

部
署
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る

個
人
情
報
保
護
委
員
会
で
す
。

　
弊
社
で
は
Ｐ
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
か
ら
20
年

に
わ
た
り
運
用
を
続
け
て
い
ま
す
。
長
く
運
用

を
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
決
め
ら
れ
た
手
順

を
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、

い
つ
の
間
に
か
「
や
る
べ
き
こ
と
（
手
段
）」

を
こ
な
す
こ
と
自
体
が
「
目
的
」
に
す
り
替

わ
っ
て
し
ま
う
課
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
の
個
人
情
報
保
護
の

意
義
や
目
的
意
識
に
つ
い
て
、
委
員
会
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
一
般
社
員
と
の
間
に
温
度
差
が
生

ま
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
弊
社
で
は
、
毎
月
の
全
社
員
朝
礼
で

個
人
情
報
保
護
方
針
を
唱
和
し
、
基
本
的
な
考

え
方
を
継
続
し
て
共
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

内
部
監
査
時
の
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

私
自
身
が
考
え
る
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
や

重
要
性
を
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
直
接
伝
え
、
そ

の
内
容
を
全
社
員
へ
展
開
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
定
期
的
に

入
れ
替
え
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
社
員
が
当

事
者
と
し
て
運
用
に
関
わ
る
機
会
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
の
が
、
P

マ
ー
ク
の
目
的
は
単
に
規
程
や
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
で
は
な
く
、「
あ
な
た
自
身
を
含
め
た
す

べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
守
る
た
め
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
Ｐ
マ
ー
ク
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
情
報
を
守

る
た
め
の
「
仕
組
み
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
仕
組
み
を
形
骸
化
さ
せ
ず
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
目
的
を
理
解
し
、
よ
り
良
く
、
意

識
的
に
回
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
何
よ
り
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
委
員
会
か
ら
の
自
主
的
な
提

案
や
改
善
の
動
き
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
Ｐ
マ
ー
ク

に
関
連
す
る
業
務
の
流
れ
や
確

認
事
項
が
一
目
で
わ
か
る
「
フ

ロ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作

成
し
た
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
教
育
の
充
実
や
対
策
強

化
の
必
要
性
を
会
社
へ
提
言
し

た
り
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。

　「
決
め
ら
れ
た
か
ら
や
る
」

の
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
を

守
る
た
め
に
必
要
だ
か
ら
考

え
、
行
動
す
る
」。
こ
う
し
た

意
識
が
少
し
ず
つ
社
員
の
中
に

根
付
い
て
き
た
こ
と
こ
そ
、
20

年
間
Ｐ
マ
ー
ク
を
運
用
し
て
き

た
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

個個人人情情報報案案件件のの流流れれ ※※おお客客様様機機密密情情報報ななどどににもも適適用用
受受注注番番号号：： 担担当当：：

【個人情報案件入稿】
データ入稿の場合、ウィル
スチェックを行う。

受注伝票入力時、「個人情
報」のチェックボックスに
チェックを入れる。

データまたは圧縮フォルダ
にパスワードをかけ、生産
管理部の「入稿データ」
フォルダに入れる。

営業

営業

営業

「個人情報預かり証」の様
式を記入する。

営業

お客様に「個人情報預かり
証」を提出。

営業が直接発送業者や
宛名を手配する場合は、
「預託時チェックリスト」
を記入する。

営業

営業

受付者は原稿およびデータ
を確認し、原稿は施錠可能
な保管庫、データはNASの
指定場所に収納。

生産
管理

作業時は受付者が作業者に
渡し、中断時・完了時は保
管庫に収納。

生産
管理

【原稿等】
生産管理部から送付した伝
票・確定稿・見本が入った
鍵付アタッシュケースを、
保管庫に収納。
【印刷データ】
ログインが必要なサーバで
受け取る。

野田・
文京

野田・
文京

製版課からPS版を受け取り、
印刷作業を始める（野田）。
作業終了後、ヤレ紙は処理
方法に従って断裁処理する。
印刷物は作業マニュアルに
従い、鍵付きの一時保管場
所に置く。

野田・
文京

印刷課から見本、伝票、印
刷物を受け取り製本作業に
入る。

野田・
文京

返送された確定稿・見本を
営業担当者在籍時に手渡し
する

生産
管理

書類・媒体などの返却、
データの削除

営業

印刷物の保管

製本作業終了後、ヤレ紙を
処理方法に従って断裁処理。
梱包物の中身が外部にわか
らないよう梱包し、自社ト
ラックで本社に運搬。翌日
になる場合、作業マニュア
ルに従い、鍵付きの一時保
管場所に置く。

※便宜上、使用者＝営業としています

ヤレ版は指定の業者に回収
処分してもらう。

野田

各工程の記載内容を確認したうえで にチェックを入れる。

共立個人情報取り扱い
フローチャート

Ｐマーク委員会の現在の風景
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13年の歴史を経て、次なるステージへ！

ジ
ャ
グ
ラ
新
コ
ン
テ
ス
ト
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　
会
員
の
皆
さ
ま
。
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
会

員
企
業
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
「
年
賀
状
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
、
13
年
間
に
わ
た
る
十
二
支
の

デ
ザ
イ
ン
提
供
と
い
う
責
務
を
全
う
し
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
た
び
終
了
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
る
ご
愛
顧
と
ご
協
力

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
ジ
ャ
グ
ラ
で
は
現
在
、「
会

員
企
業
の
皆
さ
ま
の
実
利
に
繋
が
り
、
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
や
社
内
活
性
化
に
貢
献

す
る
」
新
た
な
「
次
世
代
型
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

創
設
に
向
け
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

を
発
足
し
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
！

　「
自
社
な
ら
ど
ん
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

た
い
か
」「
若
手
社
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

テ
ー
マ
は
何
か
」
な
ど
、
皆
さ
ま
の“

リ
ア

ル
な
声”

を
反
映
さ
せ
た
魅
力
的
な
企
画
に
す

る
た
め
、
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の一声
が
、
こ
れ
か
ら
の
ジ
ャ
グ
ラ
の

新
し
い
名
物
企
画
を
作
り
ま
す
。
業
界
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
「
次
世
代
型
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
、

ぜ
ひ一緒
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
大
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
＆

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
発
表
！

　
先
日
開
催
さ
れ
た
「
第
68
回
ジ
ャ
グ
ラ

文
化
典
大
阪
大
会
」
に
て一足
早
く
先
行
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
協

力
を
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
大
会
会
場
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答
促
進
企

画
と
し
て「
第
61
回
定
時
総
会
」に
ち
な
み
、

61
番
目
に
回
答
さ
れ
た
方
へ
大
阪
名
物
の

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
当
選
さ
れ
た
の
は
・
・
・

　
ト
リ
プ
ル
Ａ 

山
本
一
幸 
様（
広
島
県
支
部
）

ご
報
告

アンケート結果報告
回答数：87 件（実質 83 社、うち 4 社は 2 回答）

順位 コンテスト案 割合
1 位タイ AI 活用コンテスト（生成 AI 等の活用成果を競う） 64%
1 位タイ ビジネスアイデア系コンテスト（新サービス・地域課題解決） 64%

3 位 業務改善コンテスト（生産性向上・コスト削減） 47%
4 位 技術・デザイン系コンテスト 29%
5 位 学生連携型コンテスト 28%
6 位 グリーティングカード／表紙デザインコンテスト 22%
7 位 ロゴデザインコンテスト 20%

Q1. 興味のあるコンテスト案（複数選択）

→「AI 活用」「ビジネスアイデア」が同率トップ。

順位 期待すること 割合
1 位 会員企業同士の技術・ノウハウ共有 63%
2 位 AI スキルの習得・リテラシー向上 49%
3 位 若手社員のモチベーションアップ 46%
4 位 対外的な PR（クライアントへのアピール） 29%
5 位 受賞作品のテンプレ・フォーマット共有 28%

Q3. コンテストへの期待（複数選択）

→「競う」ことより「学び合い・人材育成」への期待が高い。

順位 選択肢 割合
1 位 AI 活用の業務効率化事例発表（レポート形式） 60%
2 位 AI プロンプトの工夫や精度を競う 37%
3 位 AI を一部使用したデザイン作品の応募 33%
4 位 まずは AI 活用の講習会から始めてほしい 31%

Q4. AI 活用について（重点調査）

→「競う」ことより「学び合い・人材育成」への期待が高い。

自由記述回答より（一部抜粋）

・ 新規事業・協業・経営系のアイデ
アが 29 件中 13 件と最多

・ 「テンプレートを使ってシンプルに
参加できる設計を」

・ 「世代による関心差を踏まえ、初級
→上級のステップ形式に」

・ 「AI の可能性は無限。団体・業界
として先進的に取り組むべき」

山本様、

おめでとうござ
います！

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
二
次
元
コ
ー
ド

⬇
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国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構

「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
観
測
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
４
」に

よ
る
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
運
用
し
て
い
る
大
規
模

サ
イ
バ
ー
攻
撃
観
測
網（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）の

ダ
ー
ク
ネ
ッ
ト
観
測
で
確
認
さ
れ
た
２
０
２
４

年
の
総
観
測
パ
ケ
ッ
ト
数（
約
６
︐８
６
２
億
パ

ケ
ッ
ト
）と
、２
０
１
５
年（
約
６
３
２
億
パ
ケ
ッ

ト
）と
比
較
し
て
10
．８
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
視
庁
が
今
年
３
月
に
発
表
し
た
「
令
和
７
年

に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
空
間
を
め
ぐ
る
脅
威
の
情

勢
等
に
つ
い
て
」
で
も
令
和
７
年
の
ラ
ン
サ
ム

ウ
ェ
ア
被
害
件
数
が
２
２
６
件
と
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
巧
妙
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
ネ
ッ
ト
犯
罪

は
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
中
小
企
業
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
継
続
の
上
で
こ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
は
加
盟
団
体
の
会
員
企
業
向
け
の
サ

イ
バ
ー
保
険
制
度
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
同
保
険
は
費
用
・
賠
償
・
利
益
・
資
金
の
４

つ
の
損
害
を
補
償
す
る
商
品
で
す
。

　
取
扱
保
険
会
社
は
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
保
、
東
京
海
上
日
動
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
、
三

井
住
友
海
上
の
４
社
で
す
。

　
今
回
は
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
の

商
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン

● 

費
用
損
害

 

対
象
事
由   「
他
人
の
情
報
の
漏
え
い
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
」「
Ｉ
Ｔ
事
故（
ユ
ー
ザ
ー
危
険
）」

 

対
象
と
な
る
損
害 （
支
払
い
対
象
と
な
る
費
用
）  

①
事
故
対
応
費
用
、
②
事
故
原
因
・
被
害
範
囲

調
査
費
用
、
③
広
告
宣
伝
活
動
費
用
、
④
法
律

相
談
費
用
、
⑤
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
、
⑥

見
舞
金
・
見
舞
品
購
入
費
用

● 

賠
償
損
害

 

対
象
事
由   「
他
人
の
情
報
の
漏
え
い
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
」「
Ｉ
Ｔ
事
故（
ユ
ー
ザ
ー
危
険
）」

 

対
象
と
な
る
損
害  

①
法
律
上
の
損
害
賠
償

金
、
②
争
訟
費
用
、
③
協
力
費
用
、
④
権
利
保

全
行
使
費
用
、
⑤
訴
訟
対
応
費
用

◆ 

ワ
イ
ド
プ
ラ
ン

● 

費
用
損
害

 

対
象
事
由   

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
に
加
え
て

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
起
因
す
る
対
人
・
対
物
事

故
」「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
※
記
名
被
保
険
者
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
」

 

対
象
損
害   

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
に
加
え
て

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
情
報
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
費
用
、
②

公
的
調
査
等
対
応
費
用
、
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
等
復
旧
費
用
、
④
風
評
被
害
拡
大
防
止

費
用
、
⑤
再
発
防
止
費
用
、
⑥
サ
イ
バ
ー
攻
撃

調
査
費
用

● 

賠
償
損
害

 

対
象
事
由   

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
に
加
え
て

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
起
因
す
る
対
人
・
対
物
事

故
」

 

対
象
と
な
る
損
害   

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
に

加
え
て
①
緊
急
措
置
費
用
、
②
損
害
防
止
費
用

　
オ
プ
シ
ョ
ン
で
利
益
損
害
補
償
特
約
、
Ｉ
Ｔ

業
務
特
約
、
資
金
損
害
補
償
特
約
、
情
報
漏
え

い
限
定
補
償
特
約※１
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
補
償
特

約※１
が
あ
り
ま
す
。

※
１
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
の
み
セ
ッ
ト
可
能

◆ 

参
考
費
用
（
あ
く
ま
で
も
参
考
値
で
す
）

　
年
間
売
上
高
３
億
円
の
印
刷
会
社
で
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
プ
ラ
ン
13
万
６
︐９
０
０
円
、
ワ
イ
ド

プ
ラ
ン
15
万
７
︐３
７
０
円
（
※
告
知
事
項
申

告
書
（
リ
ス
ク
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
）
の
告
知

事
項
②
が「
い
い
え
」、告
知
事
項
③
が
全
て「
は

い
」
と
な
る
企
業
を
想
定
）

　
こ
の
ご
案
内
は
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で

す
。
ご
契
約
に
あ
た
っ
て
は
、必
ず
「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
お
よ
び

「
重
要
事
項
の
ご
説
明
契
約
概
要
の
ご
説
明
・

注
意
喚
起
情
報
の
ご
説
明
」
を
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、「
普
通
保
険
約
款
・
特

約
集
」
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
扱

代
理
店
ま
た
は
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

保
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
に
つ

き
ま
し
て
も
同
様
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
６
年
８
月
承
認
）Ｂ
26-

２
０
０
７
３
０

会
員
事
業
者
が
加
入
対
象
と
な
る
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
サ
イ
バ
ー
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
待
遇

改
善
を
進
め
る
た
め
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

に
関
す
る
施
行
規
則
と
告
示
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。（
令
和
８
年
10
月
１
日
施
行
）

　
今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は

①�

雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件
明
示
事
項
の
追
加

②�

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

改
正

③�

雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
措
置
の
内
容

変
更

で
す
。

①�

雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件
明
示

事
項
の
追
加

　
10
月
１
日
以
降
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
時
の
労
働
条
件
明
示

事
項
と
し
て
、
現
行
の
明
示
事
項
に
加
え
、
新

た
に
「
待
遇
の
相
違
の
内
容
・
理
由
等
に
関
す

る
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
の
明
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
違
反
し
た
者
は
10
万
円

以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
ま
す
）。

　
待
遇
の
相
違
と
は
、
正
社
員
と
の
給
与
、
賞

与
支
給
ル
ー
ル
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど

を
労
働
者
が
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
応

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
パ
ー
ト
・
有
期
雇

用
だ
か
ら
は
Ｎ
Ｇ
）

②
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
改
正

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
で
は
、

同
一
企
業
内
の
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
者
と
の
間
で
、
待
遇
（
基
本
給
や

各
種
手
当
、
福
利
厚
生
な
ど
）
に
つ
い
て
不
合

理
な
差
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
な
待
遇
差
が
不

合
理
な
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
方
や
具
体
例
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
訂
で
、
賞

与
（
記
載
の
充
実
）、退
職
手
当
（
新
規
追
加
）、

無
事
故
手
当
（
新
規
追
加
）、
家
族
手
当
（
新

規
追
加
）、
住
宅
手
当
（
新
規
追
加
）、
福
利
厚

生
施
設
（
記
載
の
充
実
）、病
気
休
職
（
記
載
の

充
実
）、夏
季
冬
季
休
暇（
新
規
追
加
）、褒
賞（
新

規
追
加
）
の
内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る

措
置
の
内
容
変
更

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
で
は
、

正
社
員
と
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間

で
待
遇
差
が
あ
る
場
合
、
事
業
主
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
求
め
が
あ
れ

ば
、
①
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
、
②
法
第
６
条

か
ら
第
13
条
ま
で
の
措
置
を
講
じ
る
に
当
た
っ

て
考
慮
し
た
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
説
明
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
資
料
を
活
用
し
、
口
頭
に
よ
り
説
明
す
る

方
法
」
ま
た
は
「
説
明
す
べ
き
事
項
を
全
て
記

載
し
た
分
か
り
や
す
い
内
容
の
資
料
を
交
付
す

る
等
の
方
法
」の
い
ず
れ
か
に
よ
り
説
明
す
る
。

　「
資
料
を
活
用
し
、
口
頭
に
よ
り
説
明
す
る

方
法
」
に
よ
る
場
合
に
は
、
説
明
に
活
用
し
た

資
料
等
を
交
付
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　
資
料
を
交
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で

あ
っ
て
も
、
事
後
に
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
当

該
資
料
を
閲
覧
さ
せ
る
等
の
工
夫
を
す
る
よ
う

努
め
る
。

【
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】

http
s://w

w
w
.m
hlw

.go
.jp
/stf/

seisakunitsuite/bunya/0000190591.
htm
l

【
改
正
後
の
モ
デ
ル
労
働
条
件
通
知
書
】

h
ttp

s://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

content/11650000/000815925.pdf

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
関
す
る

ル
ー
ル
変
更
の
お
知
ら
せ
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当社は社会と産業の基盤を支える企業活動を通じて、環境と調和し活力ある社会の

実現に貢献することを目指します。

業務最適化ソリューション

印刷業界の

明るい未来を

お客様と共に。

生産現場をはじめとして、印刷業界でも大きな課題と

なっている人手不足に対応するため、ロボット導入に

よる自動化・省力化についてパレタイザーやロボット

アームなど自動化を実現する最新機器をご紹介し、貴

社に最適な活用方法をご提案いたします。

自動化・省力化のご提案

販売開始以来、200 社以上の導入実績を誇る印刷工程管

理ソフトウェア。受注から納品、請求までの情報を視

覚化し、一元管理することで、経営状況を一目で把握

可能にします。生産性や利益率の向上を実現する印刷

業のトータルサポートシステムです。

印刷工程管理ソフト
PRINT MANAGER

詳細は

こちら ▼

パレタイザーの　

詳細はこちら ▼

イメージキャラクター

琴音 愛



7月号から10月号までの4ヶ月間、月刊GSと公式アプリが連動したデ
ジタルスタンプラリー企画を開催します。毎月、誌面に掲載される
二次元コードをJaGraアプリから読み取ると、スタンプを1つずつ集める
ことができます。4個 (4 ヶ月）スタンプを集めるとそのまま抽選工
ントリー完了です。遡っての取得も OK! 素敵な賞品が抽選で当たり
ます。当選者の発表は 11月号に掲載予定しておりますので
毎月のお楽しみとしてぜひこ参加ください。



JaGra Broadband Contents Service   JaGra Broadband Contents Service   JaGra Broadband Contents Service   JaGra Broadband Contents Service   JaGra Broadband Contents Service

　いつ見られている？　
● 時間帯： 午後 2 〜 4 時台がいちばんのピーク。会議の前後や仕事

の合間に見られています。午前 8 〜11時台にも山があり、
始業後の “ ひと区切り ” に視聴する会員も多いようです。

● 曜　日： 火曜・水曜を中心とした平日が中心。週の前半に学ぶ習慣
がうかがえます。

　どこで・どう見ている？　
● 端　末： PC が約 9 割（PC 447 回 : スマホ・タブレット 39 回）。ひ

とりで見るだけでなく、社内での集合視聴や研修での活用
がうかがえます。

　今日から使える 3つのヒント　

❶ 朝礼・昼礼のあとの 15 分で、チームそろって 1本。

　　　　❷ PC を大画面につないで、社内研修の “ 教材 ” に。

　　　　　　　　❸ 新人・若手の OJT に、テーマ別の番組を “ 宿題 ”として。

順位 番組名 視聴回数

1 信頼設計ビジネスマナー基本研修 2026年版（前・後・完結編） 57

2 【アーカイブス】第25回 伸び行く軽印刷展 -ニーズに応えて、今キラキラ 37

3 宮城県支部セミナー「生成AI時代の印刷会社の戦略」 25

〔参考：4 〜 6 月 よく見られた番組 TOP3〕

GGOOへへ
!

会員は「いつ・どこで」
 BBを見ている？

  ―― データで探る“活用のリアル”

データで見るジャグラ BB

これまで人気番組を紹介してきた本コーナー。今回は角度を変えて、
ジャグラ BB が “ どう使われているか ” を視聴データから見てみます。
見えてきたのは、BB が「平日の仕事の合間に、PC で見る学びツール」として
根づいている姿でした。

月 番組視聴数 登録者数

4 月 140 1,205

5 月 102 1,206

6 月 244 1,210

7 月 ★ ★

〔番組アクセス数の推移〕

登録者数は 6月末で 1,210 名。着実に増えていますが、まだ見
ていない会員へ広げる余地は大きいところです。
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お
す
す
め 

１

地
域
と
共
に
生
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
セ
ミ
ナ
ー
】

推
薦
：
東
海
林
正
豊 

委
員
（
秋
田
／
株
式
会
社
東
海
林
印
刷
）
　

カ
テ
ゴ
リ
：
セ
ミ
ナ
ー

　デ
ザ
イ
ン
会
社
の
〝
イ
ケ
イ
ケ
社
長
〟
が
直
面
し
た
苦
難
と
、
そ
こ
か

ら
這
い
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
〝
新
業
態
〟
へ
の
挑
戦
。
大
阪
・
堺

の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
紙
カ
フ
ェ
な
ど
、
地
元
愛
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
が

次
々
に
登
場
し
ま
す
。
二
人
の
経
営
者
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
る
実
践
の
リ
ア
ル
が
、
と
に
か
く
面
白
い
一
本
で
す
。

お
す
す
め 

２

知
っ
て
備
え
る
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
！
！ 

～
事
業
承
継
の
準
備
と
相
続
税
増
税
～

推
薦
：
瀬
尾
　淳 

委
員
（
広
島
／
株
式
会
社
広
瀬
印
刷
）
　

カ
テ
ゴ
リ
：
セ
ミ
ナ
ー

　事
業
承
継
を
考
え
る
こ
と
は
、
企
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
〝
原
点
〟

―
―
経
営
者
の
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
承
継
を
入
り
口
に
自
社
を
見

つ
め
直
す
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
課
題
が
見
え
て
く
る
。

相
続
税
増
税
を
見
据
え
た
実
務
の
備
え
も
押
さ
え
ら
れ
る
、

い
ま
向
き
合
っ
て
お
き
た
い
一
本
で
す
。

委員が選ぶ   委員が選ぶ     今月のおすすめ番組
今月のおすすめ番組

今月のカテゴリ： セミナー

▶  アクセスは「ジャグラBB」で検索、または各番組の2次元コードから。

次号（10 月号）のおすすめカテゴリは「BB ネットワーク」。
会員が投稿した “ワザ ” や動画をご紹介します。

委員が 1カテゴリずつ “イチ推し”を持ち寄る本コーナー。
今月は「セミナー」から、経営者にも実務者にも響く2本を、
委員の声とともにお届けします。
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皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び

SPACE-21

幹
事
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
藤

本
隆
志
で
す
。
ま
だ
就
任
し
た
ば
か
り
で
、

SPACE-21

の
活
動
や
幹
事
と
し
て
の
役
割

を
学
ん
で
い
る
最
中
で
す
が
、７
月
４
日（
土
）、

ジ
ャ
グ
ラ
会
館
８
階
で
開
催
さ
れ
た
夏
の
幹
事

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
幹
事
会
は
、「
深
く
知
る
こ
と
で
全

員
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
」
を
大
き
な
テ
ー

マ
に
、
幹
事
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
各
地
青
年

会
の
現
状
を
共
有
し
、SPACE-21

が
何
を

担
う
集
団
な
の
か
を
改
め
て
考
え
る
場
と
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
前
日
の
７
月
３
日
（
金
）
に
は
、

SPACE-21

に
加
盟
す
る
東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会
青
年
部「FACE

」の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
利
益
と
は
何
か
」「
自
分
た
ち

の
時
間
が
ど
の
よ
う
に
お
金
へ
変
わ
っ
て
い
る

の
か
」
を
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
参

加
者
同
士
で
考
え
、
手
を
動
か
す
中
で
、
利
益

は
単
に
売
上
の
先
に
残
る
も
の
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
の
時
間
や
工
夫
、
チ
ー
ム
の
連
携
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
楽
し
さ
の
中
に
学
び
が
あ
り
、
学
ん
だ
こ

と
を
自
社
へ
持
ち
帰
る
。FACE

の
活
動
は
、

翌
日
の
幹
事
会
でSPACE-21

の
役
割
を
考

え
る
う
え
で
も
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。

　
幹
事
会
で
は
、
松
谷
代
表
幹
事
か
ら
、

SPACE-21
の
最
大
の
目
標
は
「
各
地
青
年

会
の
活
性
化
」
で
あ
り
、
幹
事
そ
れ
ぞ
れ
が
お

客
様
気
分
を
脱
却
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
「
０
か

ら
１
」
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
正
副
代
表
か
ら
も
、
代
表
一
人

に
負
担
を
集
中
さ
せ
ず
皆
で
組
織
を
つ
く
る
こ

と
、
地
域
や
会
社
の
垣
根
を
越
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
、
活
動
を
各
地
青
年
会
の

会
員
ま
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
重
要

性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
各
幹
事
が
地

元
青
年
会
の
現
状
と
、SPACE-21

に
期
待

す
る
役
割
を
発
表
し
ま
し
た
。
私
の
動
き
と
し

て
は
、グ
ル
ー
プLIN

E

で
楓
翠
会
の
メ
ン
バ
ー

に
案
内
し
て
も
反
応
が
薄
い
こ
と
が
あ
る
一

方
、
工
場
見
学
の
お
知
ら
せ
に
は
確
か
な
手
応

え
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
主
催
す

る
側
が
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
用
意
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
参
加
す
る
人
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
を
捉
え
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
組
み

立
て
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幹
事
会
に
向
け
て
事
前
に
話
し
合
わ
れ
て

い
た
「
幹
事
の
役
割
と
信
頼
構
築
」
と
い
う
視

点
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
当
日
、
瀬
尾
監
事

か
ら
、
役
職
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
取
り
除
い
た

フ
ラ
ッ
ト
な
場
づ
く
り
の
経
験
が
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
全
体
協
議
で
も
、
参
加
者
か
ら
意
見
を

引
き
出
し
な
が
ら
議
論
が
整
理
さ
れ
て
い
く
様

子
に
、
そ
の
役
割
が
表
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
見

え
て
き
た
の
は
、SPACE-21

に
は
「
心
の

つ
な
が
り
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
」
の

両
方
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
経
営
や
現
場
の
悩
み
を
本
音
で
話
せ
る
仲
間

を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、「
こ
の
会
社
な
ら
安

心
し
て
仕
事
を
頼
め
る
」
と
い
う
信
頼
関
係
へ

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
、
各
地
青
年

会
の
後
継
者
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ

と
が
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
大
切
な
指
標
で

あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
幹
事
会
の
最
後
に
は
、「
総
務
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」「
広
報
」
の
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
を
公
募
し
、
そ
れ
ぞ
れ

バ
ラ
ン
ス
よ
く
メ
ン
バ
ー
が
振
り
分
け
ら
れ
実

務
が
動
き
出
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。
松
谷
代
表

幹
事
の
「
失
敗
し
て
も
よ
い
の
で
、
ま
ず
や
っ

て
み
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
就
任
し
た
ば
か
り
の
私
だ
か

ら
こ
そ
、
初
め
てSPACE-21

に
携
わ
る
目

線
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

幹
事
だ
け
で
活
動
を
完
結
さ
せ
ず
、
各
地
青
年

会
の
皆
さ
ん
に
「
参
加
し
て
み
た
い
」「
自
社

や
地
域
に
持
ち
帰
れ
る
も
の
が
あ
る
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
活
動
の
目
的
や
魅
力
を
丁

寧
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
夏
の
幹
事
会
で
得
た
熱
量
を
最
初

の
一
歩
に
変
え
、
私
自
身
も
「
０
か
ら
１
」
を

踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

│連│載│突き抜けろ！ SPACE-21

SPACE-21 
幹事
藤本 隆志
㈱東洋ビジネス／
広島　楓翠会

松谷の 

「
知
る
」
か
ら
「
動
く
」へ

― SPA
C

E-21

夏
の
幹
事
会
に
参
加
し
て 

―
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45
コラム：４７都道府県の話（その43：山形県）

　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東グラ文
京支部のアクティブ・野口です。　
　今回の話は山形県。かのアメリカ大統領も尊敬の念を抱いていたと
いう一人の偉人のお話でも書いていこうと思います。少しの間お付き
合いください。
　封建時代の風情を今もなお色濃く残す米沢。置賜 ( おきたま・おい
たま ) 地方の中心地として明治時代に日本で初めて「市」に指定され
た３１の地域の一つ ( 同県では山形とここだけ )でもあります。そんな
米沢を江戸時代城下町として治めていたのが上杉家の皆様。元々戦国
の時代は伊達家の城下町であり、その後秀吉の命で蒲生氏郷が治め、
のちに上杉景勝が越後からやってきます、その景勝に臣下としてこの
地を与えられ指揮を執ったのが「愛」の兜でお馴染みの直江兼続であ
り、戦国時代の終わり、関ヶ原の戦いで西軍についた上杉家は敗戦の
将として徳川家康に許されはしたもののほぼ全ての領地 ( 約９０万石 )
を没収され、結果米沢３０万石を与えられ米沢藩として江戸の世を過
ごすことになります。その後色々あって米沢藩は城主の放蕩がたたっ
て財政が悪化しいよいよ滅亡の危機まで見えてくるというとんでもな
い状況になります。ここで９代目の当主として登場したのが現在でも

「鷹山公」と呼ばれ尊敬の念を集めている上杉治憲 ( 鷹山 )です。
　財政建て直しの為に本人自ら質素倹約を徹底し、産業振興を行い、

当時閉鎖されていた藩校・興譲館を復活させて武士・農民の身分な
く勉学させたと言われています。この時代に天明の大飢饉が発生しま
したが鷹山は非常食の普及や倹約を指導し被害を抑えたとも言われ
ています。
　私が鷹山公と聞いて思い浮かぶのは「為せば成る、為さねばならぬ
何事も、成らぬは人のなさぬなりけり」の一句。これは鷹山が隠居し
て次の藩主に家督を譲る際に詠んだと言われており、自分から動いて
改革を成し遂げた鷹山の人が観える気がします。
　もう１つ思い浮かぶのは第３５代アメリカ大統領ジョン・F・ケネディ
が鷹山公を「日本で１番尊敬する人物」と答えたという話。キリスト教
思想家として知られる内村鑑三の著書「代表的日本人」を読んだケネ
ディがその中で取り上げられた鷹山公の話に感銘を受け、インタビュー
で上記の様に答えた、と云う内容なのですが現在でもインタビューが
公式には残っていなくが本当に言ったかどうかが疑問視されています。
しかしながらケネディが鷹山の事を全く知らなかったかと云うとそう
でもないようで、現在でも市内にはケネディの娘でありかつて駐日大
使であったキャロラインが訪れた際に行ったスピーチが彫られた記念
碑が立ってるそうな。今度見に行ってみようっと。
　さて、今回のお話はここまでです。お付き合いありがとうございま
した。では今月の問題です。
 問題  昨年ＪＲの最東端の駅が変わったことがごく一部の方々の中で
有名になりましたが最西端の駅はしばらく変わっていません。「ＪＲ最
西端の駅」の碑が設置されているその駅はどこでしょう？　

（正解は29 ページ）

雑学コラム
野口 聡の



当
社
は
昭
和
56
年
、
大
阪
府
守
口
市
で
設
立

し
ま
し
た
。
始
ま
り
は
、
母
が
自
宅
で
行
っ
て

い
た
和
文
タ
イ
プ
の
内
職
で
す
。
そ
こ
か
ら
仕

事
の
幅
が
広
が
り
、
謄
写
版
印
刷
機
、
ピ
ン
ク

マ
ス
タ
ー
印
刷
機
を
導
入
し
、
印
刷
会
社
と
し

て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
に
よ
る
小

ロ
ッ
ト
の
印
刷
物
を
中
心
に
、
お
客
様
の
ご
要

望
に
合
わ
せ
た
製
品
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。
単
に
印
刷
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
こ

の
よ
う
な
物
を
作
れ
な
い
か
」
と
い
う
ご
相
談

を
伺
い
、
用
途
や
予
算
に
応
じ
て
形
に
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

当
社
と
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
は
、
今

回
が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
〇
年

以
前
、
当
社
で
は
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
た
文
字
物

の
仕
事
が
多
く
、
十
人
を
超
え
る
入
力
の
内
職

ス
タ
ッ
フ
に
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
や
作
業
量
を
管
理
し
、

得
意
先
へ
の
納
品
書
を
作
成
す
る
作
業
は
大
き

な
負
担
で
し
た
。

そ
こ
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
「dBASE

」

を
基
に
し
た
、
当
時
「SPrint

」
と
呼
ば
れ
て

い
た
印
刷
会
社
向
け
シ
ス
テ
ム
を
、
数
百
万
円

を
か
け
て
当
社
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
ま
し
た
。

仕
組
み
の
中
心
に
置
い
た
の
は
、「
一
度
入

力
し
た
情
報
を
、
次
の
仕
事
に
も
生
か
す
」
と

い
う
考
え
方
で
す
。
入
力
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の

行
っ
た
作
業
を
登
録
す
る
と
、
そ
れ
が
本
人
の

作
業
伝
票
に
な
る
と
同
時
に
、
当
社
か
ら
得
意

先
へ
発
行
す
る
納
品
書
の
基
礎
デ
ー
タ
に
も
な

り
ま
す
。
い
ま
振
り
返
る
と
、
現
在
で
い
う
業

務
デ
ー
タ
の
一
元
化
を
、
当
時
か
ら
目
指
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
問
題
へ
の
対
応
を
機

に
、M

icrosoft Access 97

を
ベ
ー
ス
に

し
た
シ
ス
テ
ム
へ
作
り
替
え
ま
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
現
在
もW

indow
s XP

の
パ
ソ
コ

ン
上
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
古
い
パ

ソ
コ
ン
は
い
つ
故
障
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
交
換
部
品
も
少
な
く
、
壊
れ
て
か
ら

で
は
業
務
を
継
続
で
き
な
い
と
い
う
不
安
が
、

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
の
考
え
方

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
上
で
動
く

新
し
い
伝
票
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
ま
し

た
。
見
積
書
、
納
品
書
、
請
求
書
の
作
成
だ
け

で
な
く
、
得
意
先
管
理
、
仕
入・原
価
、
入
金
、

月
締
め
請
求
な
ど
、
小
規
模
印
刷
会
社
の
日
常

業
務
を
一
つ
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。現
在
は
当
社
内
で
実
際
の
業
務
に
使
用
し
、

現
場
で
必
要
に
な
っ
た
機
能
を
少
し
ず
つ
追
加

し
て
い
ま
す
。

大
き
な
シ
ス
テ
ム
会
社
が
作
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
小
さ
な
印
刷
会
社
が
自
分
た
ち
の
仕
事

を
止
め
な
い
た
め
に
始
め
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
古
い
業
務
シ
ス
テ
ム
や

伝
票
管
理
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
会
員
企
業
の
皆

様
と
、
今
後
、
経
験
や
意
見
を
交
換
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

母
の
和
文
タ
イ
プ
か
ら
始
ま
っ
た
、

町
の
印
刷
会
社
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

キラ星
　　ジャグリスト
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【
シ
ス
テ
ム
名
】

現
場
と
つ
な
が
る
ク
ラ
ウ
ド
伝
票
シ
ス
テ
ム

「
爆
速
伝
票 

デ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」

【
特
徴
】

印
刷
業
特
化
の
「
転
記
ゼ
ロ
・
１
秒
複
写
」

過
去
伝
票
を
１
秒
で
検
索
し
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

複
写
。
見
積 

→ 

納
品 

→ 

請
求
を
１
デ
ー
タ

で
シ
ー
ム
レ
ス
に
発
行
・
管
理
。

明
細
積
み
上
げ
＆
原
価
・
利
益
の
自
動
計
算

工
程
・
材
料
・
外
注
費
を
明
細
ご
と
に
積
み

上
げ
、
顧
客
に
は
見
せ
な
い
原
価
・
利
益
率
を

自
動
算
出
。
赤
字
案
件
を
未
然
に
防
止
。

明
細
単
位
の
納
期
管
理
＆
ア
ラ
ー
ト

１
伝
票
内
の
明
細
ご
と
に
納
期
を
設
定
可

能
。今
日・明
日
の
納
品
予
定
が
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
に
自
動
表
示
さ
れ
、
伝
え
漏
れ
を
撲
滅
。

【
目
玉
機
能
】

自
社
専
用
伝
票
・
請
求
書
の

「
下
絵
Ｐ
Ｄ
Ｆ
オ
ー
バ
ー
レ
イ
印
字
」

現
在
お
使
い
の
専
用
用
紙
（
Ａ
４
は
も
ち
ろ

ん
、
長
３
封
筒
に
収
ま
る
菊
判
８
切
な
ど
）
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
下
絵
と
し
て
取
り
込
み
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
画

面
上
で
印
字
位
置
を
微
調
整
。
既
存
の
伝
票
用

紙
や
指
定
請
求
書
を
無
駄
に
せ
ず
そ
の
ま
ま
ク

ラ
ウ
ド
化
で
き
ま
す
。

【
価
格
帯
（
予
定
）】

梅（
無
料
プ
ラ
ン
）: 

永
久
無
料（
月
10
枚
ま
で・

お
試
し
用
）

竹
（
小
規
模
プ
ラ
ン
）: 

年
額 

４
９
︐８
０
０
円

（
月
換
算 

約
４
︐１
５
０
円
）

松
（
本
格
導
入
プ
ラ
ン
）: 

年
額 

９
８
︐０
０
０
円

（
月
換
算 

約
８
︐１
６
０
円
）

【
ジ
ャ
グ
ラ
会
員
様
限
定
】

先
行
導
入
モ
ニ
タ
ー
特
別
枠
（
先
着
５
社
）

最
上
位
「
松
プ
ラ
ン
」
を 

初
年
度
モ
ニ
タ
ー

特
別
価
格
：
年
額 

２
９
︐８
０
０
円（
月
換
算 

約
２
︐４
８
０
円
） に
て
ご
提
供

※ 

自
社
伝
票
（
Ａ
４
・
菊
８
切
等
）
の
下
絵

Ｐ
Ｄ
Ｆ
位
置
調
整
・
初
期
導
入
サ
ポ
ー
ト
付

き
。

※ 

現
在
、
現
場
の
声
を
も
と
に
最
終
調
整
（
細

か
な
改
善
・
機
能
追
加
）
を
推
進
中
！
モ
ニ

タ
ー
企
業
様
の
帳
票
要
望
や
『
こ
こ
を
直
し

て
ほ
し
い
』
と
い
う
ご
意
見
を
最
優
先
で
反

映
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

【
導
入
の
流
れ
】

１
． 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
即
時
デ
モ
体
験: 

下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

よ
り
実
際
の
操
作
感
を
お
試
し
い
た
だ

け
ま
す
。

２
． 

現
場
ヒ
ア
リ
ン
グ
＆
個
別
調
整: 

御
社
の

伝
票
仕
様
に
合
わ
せ
た
印
字
位
置
調
整

や
、「
こ
う
使
い
た
い
」「
こ
こ
を
追
加
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
機
能
要
望
を
直
接

伺
い
、
シ
ス
テ
ム
へ
反
映
し
ま
す
。

３
． 

本
番
運
用
ス
タ
ー
ト: 

現
場
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
状
態
で
お
引
渡
し
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
無
料
デ
モ
体
験
】

運
営
・
開
発: 
有
限
会
社
ト
ー
ヨ
ー
プ
リ
ン
ト

（
担
当
：
前
田
）

デ
モ
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ: 

https://denpyx.toyonet.co.jp/

（
ロ
グ
イ
ン
情
報
：
会
社
コ
ー
ド dem

o 

／ 

パ
ス
ワ
ー
ド dem

o2026secure
）

E-m
ail: akira@

toyonet.co.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
６‒

６
９
９
８‒

８
７
８
７

デモ画面①

デモ画面②

キラ星
　　ジャグリスト
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ジ
ャ
グ
ラ
作
品
展
委
員
会
が
毎
年
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
運
営
し
て
い
る
「
印
刷
屋
さ

ん
の
お
仕
事
展
４
」
が
、
２
０
２
６
年
８
月

２
日
（
日
）
と
３
日
（
月
）
の
２
日
間
、東
京・

晴
海
の
晴
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
る
み

ら
い
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ

の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
親
子
連

れ
を
中
心
に
今
年
も
多
く
の
地
域
住
民
の
皆

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
初
日
に
は
「
親
子
で
学
ぼ
う 

ガ
リ

版
体
験
教
室
」
を
実
施
し
、
参
加
者
は
神
奈

川
県
支
部
の
皆
様
か
ら
丁
寧
な
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
、
鉄
筆
を
用
い
て
ロ
ウ
原
紙
に

文
字
や
イ
ラ
ス
ト
を
刻
む
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
真
剣

な
面
持
ち
で
作
業
を
進
め
、
イ
ン
ク
を
ロ
ー

ラ
ー
で
刷
り
上
げ
る
工
程
ま
で
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。
今
回
も
ジ
ャ
グ
ラ

神
奈
川
県
支
部
の
皆
様
に
は
、
事
前
の
準
備

か
ら
当
日
の
指
導
ま
で
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

印刷屋さんのお仕事展４を

開催～次代を担う「未来の印刷人」
の育成に向けて～

作品展示コーナー 「和綴じ」を教える谷山さん

和やかにガリ版を体験

ガリ版体験教室
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１
階
の
地
域
活
動
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
来
場

者
が
紙
や
印
刷
の
仕
組
み
に
直
接
触
れ
ら
れ

る
体
験
型
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
複
数
用
意

し
ま
し
た
。

自
分
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
そ
の
場
で
プ

レ
ス
し
て
缶
バ
ッ
ジ
に
す
る
定
番
の
「
缶
バ
ッ

ジ
制
作
体
験
」
の
ほ
か
、
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ロ
ッ

プ
を
用
い
て
印
刷
の
基
本
で

あ
る
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
（
シ
ア
ン
・

マ
ゼ
ン
タ
・
イ
エ
ロ
ー
・
キ
ー

プ
レ
ー
ト
）
の
４
色
イ
ン
ク

の
重
な
り
を
表
現
し
た
「
フ
ァ

ン
キ
ー
ド
リ
ン
ク
」
を
提
供
し
ま
し
た
。
当

日
は
作
品
展
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
常
駐
し
、
比
重
の
違
い
を
生
か
し
て

ド
リ
ン
ク
の
色
の
層
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
状

に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
色
の
仕
組
み
を
視

覚
的
に
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
も
好
評
だ
っ
た
「
紙
つ
り
放

題
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
種
多
様
な
色
や

厚
さ
の
残
紙
を
用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
会

員
企
業
か
ら
募
っ
た
残
紙
を
有
効
利
用
す
る

SD
G
s

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
の
側
面
も
持

た
せ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
釣
り
竿

の
先
に
つ
い
た
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
使
い
、
ザ

ラ
ザ
ラ
と
し
た
手
触

り
や
厚
み
・
重
さ
の

違
い
を
体
感
し
な
が

ら
、
お
気
に
入
り
の

紙
を
釣
り
上
げ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
企
画

と
し
て
用
意
し
た「
孔

版
ス
タ
ン
プ
づ
く
り
」

や
「
和
綴
じ
体
験
」

も
行
い
、
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
手
ほ
ど
き

の
も
と
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
今
回
も
「
ジ
ャ
グ
ラ
作
品
展
」

の
受
賞
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
実
際
に
手

で
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
の
商
品
や
書
籍
な
ど
、

多
数
の
優
れ
た
作
品
に
自
由
に
触
れ
ら
れ
る

状
態
で
並
べ
ま
し
た
。
来
場
者
は
実
際
に
作

品
を
手
に
取
り
、
様
々
な
印
刷
物
に
高
い
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
印
刷
屋
さ
ん
の
お
仕
事
展
」
の
目

的
は
、
子
ど
も
た
ち
に
印
刷
や
も
の
づ
く
り

を
直
接
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
通
じ
て
、

将
来
の
印
刷
業
界
を
支
え
る
「
未
来
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
業
の
担
い
手
」
を
育
成

す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
未
来

の
印
刷
人
を
育
む
た
め
の
大
切
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、

技
術
や
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
支
部
や

地
協
の
活
性
化
策
と
し
て
、
地
方
開
催
に
関

す
る
ご
相
談
や
ご
質
問
も
歓
迎
し
て
お
り
ま

す
。最

後
に
、
酷
暑
の
中
を
会
場
へ
足
を
お
運

び
い
た
だ
い
た
皆
様
、
事
前
の
準
備
か
ら
当

日
の
熱
心
な
運
営
ま
で
、
お
仕
事
展
の
成
功

に
向
け
て
多
大
な
る
ご
尽
力
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ファンキードリンクも大好評！ 残紙の紙釣り

今年も好評缶バッジ製作
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千
代
田
中
央
支
部

支
部
合
併
の
第
一
歩

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
今
年
４
月
に
誕
生
し
た
千
代
田
中
央
支
部

で
は
、
合
併
後
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
第
一

歩
と
し
て
、
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。

　「
ど
ん
な
支
部
な
の
か
」「
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
」を
会
員
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
入
会
を
考
え
て
い
る
方
に
も
分
か
り

や
す
く
伝
え
た
い
―
―
金
子
初
代
支
部
長
の

思
い
か
ら
制
作
し
た
も
の
で
す
。
制
作
は
支
部

会
員
で
あ
るO

YC

の
伯
野
氏
が
担
当
。
支
部

内
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て

実
現
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
支
部
役
員
の
紹
介
や

年
間
事
業
計
画
、
例
会
・
見
学
会
・
懇
親
会
な

ど
の
活
動
報
告
に
加
え
、
今
後
の
開
催
予
定
も

随
時
発
信
し
て
い
ま
す
。
支
部
の
雰
囲
気
や
取

り
組
み
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
届
け
る
こ
と
で
、
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
情
報
発
信
も
支
部
活
動
の
大
切
な
一
つ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
千
代
田
中
央
支

部
の
魅
力
を
少
し
ず
つ
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

［
千
代
田
中
央
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

https://w
w

w
.

tokyographics.or.jp/
branch/tgchiyodachuo/

岩
手
県
支
部

総
会
で
記
念
講
演

原
田
新
会
長
が
事
業
方
針
を
発
表

　
２
０
２
６
年
７
月
24
日
（
金
） 

盛
岡
市
の

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
盛
岡
に
て「
第
72
回
定
時
総
会・

記
念
講
演
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
に
原
田
新
会
長
と
後
藤
東
北
地
協
会

長
を
お
招
き
し
、全
て
の
議
案
が
恙
な
く
議
決・

承
認
さ
れ
、
主
濱
支
部
長
２
期
目
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
終
了
後
に
後
藤
東
北
地
協
会

長
よ
り
総
評
を
賜
り
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
は

原
田
新
会
長
が
講
師
と
な
っ
て
「
ジ
ャ
グ
ラ
か

ら
は
じ
め
よ
う 

新
年
度
事
業
方
針
」
と
題
し

て
新
体
制
や
新
事
業
に
対
す
る
熱
意
と
充
実
し

た
内
容
で
、
支
部
会
員
に
語
り
か
け
る
熱
い
想

い
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
続
け
て
懇
親
会
に
は
会

員
他
、
ご
来
賓
、
関
連
業
様
併
せ
て
27
名
に
ご

参
加
を
賜
り
、
主
濱
支
部
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、
主
賓
挨
拶
と
し
て
原
田
新
会
長
よ
り
勇
気

付
け
ら
れ
る
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
新

年
度
の
支
部
と
し
て
の
活
動
に
大
い
に
弾
み
が

つ
き
ま
し
た
。
盛
岡
市
市
会
議
員 

村
田 

芳
三

様
に
よ
る
乾
杯
の
あ
と
、
相
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事務局日誌と今後の予定	 最新情報はHPでご確認ください

■８月の事務局日誌
2日
3日

5日
6日

7日
19日

24日
25日
26日
27日
28日
31日

印刷屋さんのお仕事展（1 日目）（はるみらい）
印刷屋さんのお仕事展（2 日目）（はるみらい）
印刷技術委員会（Web 会議）
第 2 回広報委員会（Web 会議）
P マーク現地審査（愛知）→笠原
SPACE-21 幹事会（Web 会議）
新コンテスト検討 WG（Web 会議）
P マーク現地審査（愛知）→笠原
P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
DTP スキルコンテスト委員会（Web 会議）
新コンテスト検討 WG（Web 会議）
新潟大会実行委員会（新潟）→田中専務
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
P マーク現地審査（長野）→長野
教育研修支援委員会（Web 会議）

■９月のスケジュール
1日

2日
3日
4日
7日
8日
9日

10日

11日

14日
15日
16日

17日

18日
24日
25日

30日

P マーク現地審査（長野）→長野
広報委員会（Web 会議）
HOPE2026（アクセスサッポロ）（1日目）→原田会長、田中専務、笠原
HOPE2026（アクセスサッポロ）（2 日目）→田中専務、笠原
自費出版文化賞最終選考会（吉祥寺東急 REI ホテル）→原田会長、田中専務
正副会長会議（Web 会議）
会員拡大委員会（Web 会議）
理事会（本部）
日印産連 9 月印刷の月（ホテルニューオータニ東京）
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
印刷技術委員会（Web 会議）
熊本県支部訪問→原田会長、田中専務
P マーク現地審査（大阪）→笠原
P マーク現地審査（東京）→田中専務
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
P マーク現地審査（大阪）→田中専務
DTP スキルコンテスト委員会（Web 会議）
日印産連環境顕彰制度 WG →田中専務
作品展委員会（Web 会議）
近畿地協勉強会（兵庫）→田中専務
新コンテスト WG（Web 会議）
P マーク現地審査（神奈川）→長野
業態進化委員会（Web 会議）
P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）

■10月のスケジュール
5日
7日

14日
15日
16日
17日

18日
26日

SPACE-21 幹事会（Web 会議）
日印産連ステコミ→原田会長、田中専務
日印産連 GP 大賞表彰式
全日本印刷文化典（沖縄）（1 日目）→原田会長
全日本印刷文化典（沖縄）（2 日目）→原田会長
全日本印刷文化典（沖縄）（3 日目）→原田会長
ぼうさいこくたい 2026in 鳥取（鳥取）（1日目）
ぼうさいこくたい 2026in 鳥取（鳥取）（2 日目）
正副会長会議（本部）
新年度事業方針発表会（本部）
賛助会員懇談会

事・務・局・便・り
　一向に衰えない暑さに、夏が好きな私も、いい加減暑さに飽きてきた今日この頃です。
皆様、体調など崩されていませんでしょうか。
　電気代が非常に気になるので、夜、「タイマーにすれば大丈夫だろう」と 1 時間でエアコ
ンが切れるようセットして寝るのですが、切れた途端にじわじわと迫る熱気に目が覚め、暗闇
の中でリモコンを探してスイッチを入れ直す……そんな不毛な夜を繰り返す毎日です。朝を
迎える頃には「最初から朝までつけておけばよかった」と後悔してしまいます。
　心地よい「秋の夜長」が訪れるのは、もう少し先になりそうですね。もうしばらく厳しい残暑が
続きそうですので、皆様も無理をなさらず、しっかり睡眠をとって健やかにお過ごしください。（笠原）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています【雑学コラムお題の答え】　佐世保駅（長崎県）
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